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神
戸
市
北
消
防
団
道
場

支
団
は
、市
の
北
東
に
位
置
す
る
道
場
町

を
管
轄
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
組
織
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
明
治
16
年
、
道
場
村
消
防
組
と
し

て
発
足
。
昭
和
14
年
に
道
場
村
警
防
団
、

23
年
に
道
場
村
消
防
団
、
26
年
に
は
神
戸

市
に
合
併
と
な
り
、
神
戸
市
道
場
消
防
団

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
区
道
場
消

防
団
を
経
て
、
現
在
の
神
戸
市
北
消
防
団

道
場
支
団
へ
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

有
事
の
際
に
は
、隣
接
し
て
い
る
三
田
市
、

宝
塚
市
、
西
宮
市
と
協
力
し
合
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
い
歴
史
の
あ
る
道
場
支
団
の

中
で
今
回
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
紹
介
す
る
の

は
、
道
場
支
団
第
３
分
団
、
小
坂
郁
雄
分

団
長
で
す
。

　

第
３
分
団
の
管
轄
は
Ｊ
Ｒ
道
場
駅
の
周

辺
で
、
ハ
イ
カ
ー
に
も
人
気
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
非
常
に
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

災
害
の
事
例
と
し
て
は
、
林
野
火
災
、
遭

難
者
の
捜
索
、
滑
落
者
の
救
出
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

小
坂
分
団
長
は
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
育

ち
、
昭
和
58
年
消
防
団
に
入
団
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
勤
続
26
年
を
迎
え
ら
れ
る
現

在
も
、
日
夜
消
防
団
活
動
に
精
励
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

副
分
団
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
平
成
16

年
、
第
20
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
に
向

け
て
の
練
習
の
際
に
は
、
練
習
内
容
、
選

手
の
た
め
の
後
方
支
援
体
制
な
ど
、
活
発

に
発
言
し
、
選
手
だ
け
で
な
く
全
団
員
が

一
致
団
結
す
る
よ
う
、
裏
方
に
徹
し
て
大

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

身
長
１
９
０
セ
ン
チ
、
体
重
１
１
３
キ

ロ
の
巨
漢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
ン
プ
操

法
、
市
民
救
命
士
講
習
な
ど
で
も
率
先
し

て
行
動
さ
れ
、分
団
員
か
ら
の
人
望
も
厚
い
、

文
字
通
り
大
き
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

今
年
１
月
に
は
、
北
区
内
で
の
永
年
の
消
防

団
活
動
に
対
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、「
北

防
災
の
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
よ
り

分
団
長
を
務
め
ら

れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、
分
団

員
の
確
保
が
難
し

い
状
況
が
続
き
、

消
防
団
活
動
に
も

影
響
が
出
始
め
て

い
る
た
め
、
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
小
坂
分
団
長
が
率
い
る
第
３
分

団
は
、
少
数
精
鋭
の
分
団
と
し
て
地
域
住

民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
尽

力
さ
れ
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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